






要旨:川崎病治療における解熱までのガンマグロブリン必要量について、ガンマグロブリ

ン投与前、投与中のモニタリングから検討した。全例で冠動脈後遺症なく軽快した。ガン

マグロプリン投与は 30 例に行われ、総投与量の平均は 1.3g/kg であった。投与前および

解熱時の原田スコア各項目の比較では、白血球数、ヘマトクリット値、CRP 値、アルブミ

ン値に有意な(p＜0.01)減少を認めた。なお血小板数は有意な変化を認めなかった。血清

IgG 値は有意な(p=0.0001)増加を認めた。解熱の有無と各項目の変化量について投与後各

病日で検討を行い、投与後 2 日で、白血球数減少量 5000/mm3(p=0.033)かつ IgG 値増加量

700mg/dl(p=0.012)が解熱に関与する因子と推測された。これらの簡易検査項目を治療目

標とし、これらを超えるガンマグロブリン投与が、解熱に必要になると推測された。


